
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○ 北海道には膨大な熱需要が存在 
○ ヒートポンプ電化の推進により、お客さまの省エネルギーに貢献 

・道内の暖房用エネルギー消費は全国平均の約 3 倍 ・道内の既設住宅の 9 割超が他熱源住宅    

          
 

中期経営方針（２０１１～２０１３年度）の概要 

 

【省エネに資するヒートポンプ電化の推進】  

・「お客さまの視点に立った最適なエネルギーシステム・サービスの推奨」を基

本に、省エネルギー・低炭素化に貢献するヒートポンプ電化を推進し、北海道

における｢ヒートポンプ文化｣の確立を目指します。 

【人材育成と技術継承】 

・若手社員の早期育成と技術・技能の確実な継承を進め、設備の経年化に伴う保

守作業量の増大などの経営課題に的確に対応します。 

【電力の安定供給の確保】 
・泊発電所のさらなる安全性の向上に取り組み、安定運転を継続いたします。 
・当社初となるLNG火力発電所の導入計画を推進します（導入目途：平成30年
代前半）。 

・計画的かつ効果的な設備経年化対策を実施するとともに、費用の低減に取り組

みます。 

【新たな経営環境への対応】 

・再生可能エネルギーのさらなる活用に向け、伊達

ソーラー発電所に続くメガソーラーの導入や、風

力発電の導入拡大、石炭火力発電所における木質

バイオマス混焼に向けた検討を進めます。 
・業務運営体制の整備やグループ経営の最適化を進

めます。 

【地域・社会との共生】 
・業務品質向上に向けた取り組みを継続するととも

に、コンプライアンスの徹底を図ります。 
・安全衛生活動を充実させ、労働災害の根絶を目指

します。 
・北海道に根ざす企業として、地域・社会との共生

に向けた取り組みを展開します。 

２０１１～２０１３年度における重点取り組み事項 

北海道の地域特性 

2010 年 12 月末 
16 万戸突破 

オール電化住宅 
15 万戸（6％） 

2010 年 3 月末現在 

他熱源住宅 
250 万戸 
（94％） 

※世帯数は住民基本台帳 
（2010 年 3 月末現在）による 

北海道における電気事業を中心とした 
事業運営の推進  
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出典「家庭用エネルギー統計年報 2009 年版」（住環境計画研究所）

 

○ 人口減少や省エネ

ルギーの進展など

による電力需要の

伸びの鈍化 

○ 地球温暖化対策の

強化 

○ 発電・流通設備の経

年化の進展 

○ ベテラン社員の大

量退職（今後 10 年

間で社員の 4 割程

度が退職） 

ほくでんグループを 
取り巻く 

経営環境の変化 

○ ほくでんグループの中核事業である電気事業および

その周辺において着実な成長を図ります。 
○ 電気の供給面・需要面の双方において、低炭素社会の

実現に向けた取り組みを進めます。 

○ 東日本大震災に伴う大規模停電や福島第一原子力発電所で発生した事故を踏まえ、泊発電所の安全性の確保を大前提に、

ほくでんグループの使命である「電力の安定供給」に向け、必要な対策を的確に講じていきます。 


